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１．研究計画の概要
(1) 多分岐型生存時間樹木構造接近法をデ

ータ適応型分布の枠組みで構成する．
(2) アンサンブル学習法およびデータピー
リング法を深耕する．このとき，生存時
間研究に既存の方法を拡張する．

(3) 実際のがん臨床データに応用する．こ
の研究では，生存時間分布だけでなく，
コメディカル研究(QOL など)などにも
焦点を当てる．

２．研究の進捗状況
(1) 多分岐型樹木構造接近法に関しては，

日本計算機統計学会誌に掲載されてお
り，その成果が認められ，22 年度には，
成書を執筆する予定である．そこでは，
既存の多分岐型樹木構造接近法の潜在
基礎分布にベキ正規分布を想定した新
たな接近法を開発した．これにより，
適応患者像の探索から，新たなリン s
に要試験のデザインまでを，一貫して
ベキ正規分布の枠組みで実行できる．

(2)データピーリング法に関しては，日本計
算機統計学会 第 23 回大会で発表した
ものの，良好な知見が得られるまでに
至らなかった．一方，アンサンブル学
習法のほうは，(a) ブースティング接
近法，(b) ランダムフォーレスト接近
法，(c) ルールアンサンブル接近法，の
3 種類に分けて研究を実行している．
いずれの方法においても，基本学習器
(樹木)に対する重み付けを縮小推定量

により実行することで，簡潔でより予
測確度に優れた方法になることを提示
している．このとき，lasso 型の L1 ノ
ルムによる罰則よりも，ElasticNet の
ような柔軟な罰則項を加えるほうが，
基本学習器の過剰刈り込みを引き起こ
す恐れがないことが分かってきている．
現在の公表状況であるが，(a)に関して
は，景観デザイン論文集に掲載されて
いる．また，いずれの方法も学会ある
いは研究会での発表を行っており，現
在，論文を投稿中(感性工学会)あるい
は投稿準備中の状況にある．

(3) がん臨床試験への統計学者としての参
加に関しては，大阪消化管がん化学療
法研究会のメンバーとして積極的に行
っており，論文公表および発表を行っ
ている．

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している

(理由)
現在のところ，研究発表 12 件，論文公表 5

件あり，満足いく成果が出ていると考えてい
る．しかしながら，統計的方法の発表件数に
比して，論文公表数がいささか少ないと思わ
れる．その理由として，(1) 統計関連の学会
では，査読開始から最初の結果が届くまで，
概ね 5 カ月以上を必要とする．(2) 感性工学
会への投稿において，学会事務局による誤り
で，査読結果が半年近く放置されていた．と
いった，アクシデントが災いしている．
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４．今後の研究の推進方策
(1)多分岐型樹木構造接近法に関しては，概

ね，その方法の研究が終了したと考えて
おり，プログラムなどの公表を準備して
いる．

(2)データピーリング接近法では，有効な結
果が得られなかった．他方，近年の適応
患 者 像 の 摘 出 法 に は ， 極 値 回 帰
(LeBranc,2006) あ る い は 論 理 回 帰
(Kooperberg, et al., 2004)が有効である
ことが報告されており，これらの手法を
ベキ正規分布のもとで拡張するほうが
有用であると考えており，研究準備中で
ある．さらに，ランダムフォーレスト法
を生存時間研究に拡張する方法を開発
中である．

(3) 今年度は，樹木構造接近法の癌研究への
応用に関する成果を公表したい．現在，
大阪府立成人病センター 消化器内科の
医師とともに，樹木構造接近法による内
視鏡検査での悪性腫瘍摘出のための統
計モデルの構成を行っている．また，コ
メディカル研究にも参加し，とくに，末
期がん患者の緩和ケアなどの QOL 評価
も行っていきたいと考えている．

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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